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企画趣旨を簡単に説明させていただきます。人間は常に外部と影響しあって

いる開放系で，個人システムは家族システムに埋め込まれ，家族システムは何

らかの集団，あるいはコミュニティ，社会システムの中に埋め込まれています。

また個人システムは家族システムとは別の位相で何らかの集団システムにも属

していると考えられます。

複線径路・等至性モデル（TEM）は，人間の発達と人生径路の多様性と複

線性を捉え描き出す質的研究法です。その特徴としては人間を開放システムと

して捉えるシステム論に依拠する点，また，時間を捨象して外在的に扱うこと

をせず，個人に経験された時間の流れを重視する点にあります。このワーク

ショップでは時間とともにある人の発達的変容や人生選択の有り様を，TEM

を用いてシステムとしてどのように描くことができるかに焦点を当てて，４名

の話題提供者に報告をいただきます。そして人の変容をシステムとして捉える

ことによって，どのようなことが見えてくるかについて，フロアの皆様とお話

をしていきたいと思います。よろしくお願いいたします。司会は安田裕子先生

にお願いいたします。

安田裕子

立命館大学の安田と申します。まず，TEMの諸概念を説明させていただき

ます。TEMは Trajectory Equifinality Model の略称です。「複線径路・等至

性モデル」といい，人の径路を時間とともに描くための質的研究の方法論です。

TEMの特徴は，重要ですので繰り返しますが，人間を開放システムと捉える

システム論（Bertalanffy, 1968/1973）に依拠する点，時間を捨象して外在的
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に扱うことをせず，個人に経験された時間の流れを重視する点の２点にありま

す。「等至性（Equifinality）」の概念が鍵であり，発達や文化的な事象に関す

る心理学的研究に，等至性の概念を取り組もうとしたヤーン・ヴァルシナー先

生（2001）の創案に基づいています。人の選択や歩む径路は，決して単線では

なく，多様であり複線的であるでしょう。それでは，そうした多様性・複線性

をどのようにして捉えていくことができるのでしょうか。もちろん，多様と

いっても，どこまでも末広がり的に多様なのではありません。歴史的・文化的・

社会的な文脈の影響を受けるなかで，収束していくポイントがあるのです。そ

のポイントを，個人が多様な径路を歩みながらも等しく（equi）至る（final）

点という意味を込めて「等至点（Equifinality Point：EFP）」と概念化しまし

た。「等至点（EFP）」は，「等至性（Equifinality）」の具体的な顕在型です。

他にも，現象を捉えるために必要であると考えられた概念をいくつかつくりな

がら，質的研究法としてこのモデルを精緻化してきました。TEMの最小単位

を描いたものが図１です。

図１ TEM図の最小単位

（安田・サトウ，2012 より）

図１について説明します。決して後戻りしない時間の流れを矢印（→）で示

し，「非可逆的時間（Irreversible Time）」としています。そうした時間の流れ

のなかで生じる，径路が分かれゆくポイントを「分岐点（Bifurcation Point：

BFP）」と概念化しています。他方，なんらかの文化的・社会的な諸力の影響

を受けるなかで，収束してゆくポイントがあり，それが上述の等至点（EFP）

です。そして，「分岐点（BFP）」と「等至点（EFP）」の間には，径路が複線

あり，それを「複線径路（Trajectories）」としました。これらがTEMのごく

基礎的な概念でして，TEMの最小単位はこれらの概念で構成されています。
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他にもいくつかの概念が生成されていますが，まずこれらの概念を覚えていた

だきたいと思います。

実際に研究をするうえでは，「等至点（EFP）」に至るまでの選択や径路の

プロセスを捉えるために，まず，「等至点（EFP）」を設定するとよいでしょう。

「等至点（EFP）」は，研究目的に応じて，何らかの出来事や行動や選択に焦

点があてられることとなります。たとえば，「子どもが授からず不妊治療をし

ていた女性が，治療をやめるに至るプロセス」を捉えるという研究目的におい

ては，「不妊治療をやめる」経験が「等至点（EFP）」となります。こうした，

ある経験（をした人）を研究の対象として焦点をあてる（抽出する）ことを，

「歴史的構造化サンプリング（Historically Structured Sampling：HSS）」と

いいます。

「分岐点（BFP）」は，径路が分岐していく際の，そのポイントのことをい

います。「分岐点（BFP）」は，既にそこにあるものでも固定的なものでもなく，

人が非可逆的な時間とともに生きるなかで生じるポイントです。そこには，非

可逆的な時間が必ず流れているのです。一分一秒を刻むという言い方がありま

すが，そうした時計で計測できるクロックタイムではなく，人のライフ（生命・

生活・人生）とともにある時間として概念化しています。こうした時間の流れ

のなかで，それまでの有り様が分かれてゆくわけですから，「分岐点（BFP）」

は，人の行動や経験が変容したポイントとみなすことができます。歴史的・文

化的・社会的な諸力の影響を受けるなかで，「分岐点（BFP）」に実際にどの

ような力がかかっているのかということを分析してもおもしろいでしょう。た

とえば，女性に化粧をさせるような文化的・社会的な価値意識がある，という

見方ができます。また，女性の結婚適齢期に関して「クリスマスケーキ」とい

う比喩表現があったように，女性が 24 歳までに結婚しなければ売れ残りとさ

れる価値が社会に広がっていた時代がありました。そうした個人の行動や選択

に抑制的にかかっていく文化的・社会的な諸力を，「社会的方向づけ（Social

Direction：SD）」として概念化しています。他方で，ある行動や選択を後押

ししたり促したりするような援助的な力もあるでしょう。それを，「社会的ガ

イド（Social Guidance：SG）」と概念化しました。１つのポイントに，抑制

的な「社会的方向づけ（SD）」と助けとなる「社会的ガイド（SG）」がかかり，

その２つの力がせめぎあうわけですが，「社会的ガイド（SG）」が大きい場合

は「等至点（EFP）」に近づき，「社会的方向づけ（SD）」が大きい場合には「等
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至点（EFP）」から離れていく有り様として，径路が描かれることになります。

このように，次の道が開かれていくとともに分岐点（BFP）のような変容の

ポイントが発生すると考えるのです。その変容ポイントを捉えることもまた重

要であり，そうした様相を捉えるモデルとして，「発生の三層モデル（Three

Layers Model of Genesis：TLMG）」を提唱しています。

他には，必須通過点（Obligatory Passage Point：OPP）という概念があり

ます。もともとは地理的な概念で，ある場所に到達するために必ず通らなくて

はいけないポイントという意味でして，TEMにも取り入れています。ほとん

どの人が通ると考えられるポイントとして概念化しています。基本的には自由

なはずの行動や選択が，ある一定のところに収束されていく有り様として捉え

られるポイントです。必須通過点（OPP）から径路が分岐することもありま

すが，分岐点（BFP）として描くのか必須通過点（OPP）として描くのかは，

研究者がどんなことを描き出したいか，あるいは強調したいか，ということに

よります。

こうしたさまざまな概念を適宜用いて径路を描いていくわけですが，ただ，

データからは捉えられないことや，存在するはずなのになぜか見えにくくなっ

ていることなどもあるかもしれません。ある１つの状態に辿り着くための選択

肢や径路は複数あるでしょうが，歴史的・文化的・社会的な文脈に埋め込まれ

ているために，なにがしかが見えなくなってしまっているのであれば，それら

を積極的に可視化していくことはとても重要なことであると考えます。そうし

たあり得る径路を，TEM図上で，点線で描いていくのです。現象を捉えるな

かで，あるいは，研究目的に応じて，可視化することに意味があると考えられ

る選択や径路を描き出すことが目指されます。

「等至点（EFP）」の逆の事象を描いておくことも重要であり，それを，「両

極化した等至点（Polarized EFP：P-EFP）」として概念化しています。「両極

化した等至点（P-EFP）」は，「等至点（EFP）」とは価値的に相反するポイン

トとして描かれます。「両極化した等至点（P-EFP）」の設定には，「等至点

（EFP）」として焦点化した行動や選択への絶対的な価値づけを相対化すると

いう意味があります。「等至点（EFP）」として，たとえば「不妊治療をやめる」

「化粧をする」「普通の結婚をする」などの行動や選択を焦点化した途端に，そ

うあるべきだという価値が独り歩きしてしまうことがあります。そうしたこと

を防ぎ，また，反対事象を可視化することにより，当事者経験の多様な有り様
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を担保することができる，という効果もあります。「両極化した等至点（P-

EFP）」を設定することによって，研究者自身に，多様な径路を捉えようとす

る姿勢が培われる，という効用もあります。

最後に，「複線径路・等至性アプローチ（Trajectory EquifinalityApproach：

TEA）」について述べておきたいと思います。「複線径路・等至性アプローチ

（TEA
ティー

）」とは，「複線径路・等至性モデル（TEM）」と「歴史的構造化サンプ

リング（HSS）」と「発生の三層モデル（TLMG）」の３つのアプローチを総

合したものです。「複線径路・等至性モデル（TEM）」という，時間的プロセ

スを捉え描き出すためのモデルが中心にあり，歴史的・文化的・社会的な諸力

の影響を受け結節化されたポイント（等至点：EFP）を研究の対象として設

定する「歴史的構造化サンプリング（HSS）」というサンプリングの方法論が

あり，そして，分岐するポイントでなにかが起こっているその変容のメカニズ

ムを捉えるためのモデル「発生の三層モデル（TLMG）」がある，という構成

になっています。つまり，「歴史的構造化サンプリング（HSS）」によって「等

至点（EFP）」を焦点化し，「発生の三層モデル（TLMG）」によって「分岐点

（BFP）」で何が起こっているのかを捉え，そして，「複線径路・等至性モデル

（TEM）」の枠組みで径路のプロセスを描く，という関係になります（図２）。

このように，歴史的・文化的・社会的な背景文脈に埋め込まれているなかで，

独立した単体としてではなく，システムとして変容・維持しながら生きる人の

ライフの有り様を，時間とともに捉えるための質的研究の方法論を開発してい

ます。

分岐点における記号発
生を描くのが発生の三
層モデル

等至点の経験者を研究
対象に選ぶのが歴史的
構造化サンプリング

分岐点と等至点の間の複線
径路を描くのが複線経路・
等至性モデル

発生の三層モデル

分岐点

（BFP）

非可逆的時間

等至点

（EFP）

複線径路・等至性モデル

径路 1

径路 2

径路 3

歴史的構造化サンプリング

図２ TEM, HSS, TLMGの統合としてのTEA（複線径路・等至性アプローチ）

（安田・サトウ，2012 より）
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TEM に関する著書はこれまでに２つ刊行されています。１冊目は 2009年

に，そして２冊目は 2012年８月末に出版されました。これまで，各研究者が

それぞれに関心をもっている現象に関し，TEMを用いてどのように分析でき

るかを議論する研究会を積み重ねてきました。本ワークショップは，そうした

議論の蓄積と深まり，ネットワークの広がりのなかで，生まれたものであるこ

とを申し添えておきたいと思います。

話題提供者は，番田先生，和田先生，廣瀬先生，長坂先生です。順にご発表

いただきます。そしてその後に，フロアのみなさまとディスカッションし，最

後にサトウタツヤ先生にまとめをしていただく，という流れで進めていきます。

それでは，番田先生から話題提供をお願いいたします。

【引用文献】

Bertalanffy, L. von (1968). General System Theory: Foundations, Development,

Applications. New York: G. Braziller.（ベルタランフィ，L.フォン．長野敬・太田邦

昌（訳）（1973）．一般システム理論―その基礎・発展・応用．みすず書房）

サトウタツヤ（編）．（2009）．TEMではじめる質的研究．誠信書房．

Valsiner, J. (2001). Comparative study of human cultural development. Madrid:

Fundacion Infancia y Aprendizaje.

安田裕子・サトウタツヤ（編）．（2012）．TEMでわかる人生の径路―質的研究の新展開．

誠信書房．

11



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (Adobe RGB \0501998\051)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo false
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings false
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Remove
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 100
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 144
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.04167
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.40
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.40
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 144
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.04167
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.40
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.40
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 300
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 600
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.16667
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToRGB
      /DestinationProfileName (Adobe RGB \(1998\))
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.250000
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /UseName
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing false
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [595.276 841.890]
>> setpagedevice


